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☎：４２－３６８１ 

シリーズ第 17回 

元気湧く湧く人 

長壁 千代子さん 

Let’s 脳トレ！！ 

① ごかけるはちわるよんたすいち＝ 

② にじゅうさんたすろくひくじゅうなな＝ 

③ ななたすじゅうきゅうひくじゅうさん＝ 

④ はちかけるにたすさんひくご＝ 

⑤ じゅうろくわるにかけるななひくご＝ 

⑥ じゅうにかけるよんわるろくたすいちたすなな＝ 

 

＊答えはこの通信内にあります 

ひらがなで書かれた計算式を読み取り、計算してみましょう！ 

できるだけ暗算

でやってみてね 



は 

京極町社会福祉協議会のホームページ

ではカラーで見ることができます 

 

 

 

 

 

 

 

京極町社会福祉協議会 答え  

①11 ④14 

②12 ⑤51 

③13 ⑥16 

東京の救急救命センターで働いていた 62歳の医師・白石咲和子は、あることの責任

をとって退職し、故郷の金沢に戻り「まほろば診療所」で訪問診療の医師になる。

これまで「命を助ける」現場で戦ってきた咲和子にとって、「命を送る」現場は戸惑

う事ばかり。咲和子はスタッフたちに支えられ、老老介護、半身麻痺の IT 社長、  

6歳の小児癌の少女……様々な現場を経験し、学んでいく。家庭では、老いた父親が

骨折の手術で入院し、誤嚥性肺炎、脳梗塞を経て、脳卒中後疼痛という激しい痛み

に襲われ、「これ以上生きていたくない」と言うようになる。「積極的安楽死」と   

いう父の望みを叶えるべきなのか。咲和子は医師として、娘として、悩む。 

65～79歳対象 

「元気アップ教室」

10月開始予定！ 

シール設置場所が 13か所に増え、週 1回ラジオ体操を行う会場が

2 か所出来ました！コロナ感染の心配をできる限り減らして、皆さ

んに運動していただきたいと考えております。受付は「福祉センタ

ー」「きょう・ここ」の 2か所で随時行っています。 

お詫びと訂正 4/14 の回覧で新規シー

ル設置場所に京極神社と表記していま

したが、正しくは京極八幡神社です。 

ここにお詫びして訂正いたします。 

この世代の中心はいわゆる「団塊の世代」です。京極町においても

この世代の人口が一番多くなっています。まだまだお元気で介護は

自分事というより、親の話と感じている方も少なくないと思いま

す。しかし、人生 100年時代。自分がなるべく介護状態にならな

いためには、この世代からしっかり準備をしておく必要がありま

す。教室では、毎回 30分間介護予防に関する講話があり、専門家

のためになる話を聴くことができます。また、運動方法についても、

様々な種類を体験していただきます。4月に実施した「基本チェッ

クリスト」と「くらしのアンケート」をもとに、取り組みが必要と

思う方には、地域包括支援センターの職員がお声掛けさせて頂きま

すので、ぜひ参加をご検討ください！ 

元気湧く湧くウォークラリー、好評開催中！ 


